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んとかオープニングセレモニー迄には作業を終えること
が出来た。
　オープニングセレモニーには本学から高橋と辻合准教
授の２名が出席した。ファックチャマルーン・シリチャ
イチャーン タイ王国パタナシン芸術大学長が開会の辞を
述べ、パタナシン大学関係者と芸術文化学部長からの挨
拶（高橋が代読）があり、テープカットと続き、式典が
執り行われた。式典の後は、パタナシン芸術大学長が、
会場を廻るのに合わせて、日本側作品の解説を行った。
その後は、会場と外の空間を使ってパーティーが行われ
た。
　私たちは、そこまでの仕事を終え、その日の深夜にバ
ンコクを出発する飛行機に乗って、慌ただしくタイを後
にした。
　展覧会はその後３週間ほど続き、終了した時点で、タ
イ側のスタッフにより梱包、搬出作業が行われ、高岡ま
で送り返されてきたのであるが、そこで３点ばかり問題
が発生したので、ここに記録しておく。
　最初に発覚したのは、鍛金技法で作られた作品に凹み
があったこと。その報告が上がってきたので、他の出品
者にも、作品の確認を改めてお願いしたところ、２件目
として、漆の作品に傷が認められたこと。３件目は、作
品を収めた箱に作品が無く、一時期作品が行方不明に
なったこと。当該作品は、他の全然関係ない箱（パンフ
レットが入っていた箱）に収められていたのが発見され
た。破損のあったものについては、輸送時の損害として
処理することで保険対象となるとのことで、作者の意向
に沿って処理された。決して軽微な問題とは言えないこ
とが起きているのと、展覧会自体の目的など、次回展覧
会が開催される来年度に向けて、質の良い展覧会を維持
していく方策の策定が、早急に必要になってくるだろう。
